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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第76期

第３四半期連結
累計期間

第77期
第３四半期連結
累計期間

第76期
第３四半期連結
会計期間

第77期
第３四半期連結
会計期間

第76期

会計期間

自平成21年
４月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
４月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
10月１日
至平成21年
12月31日

自平成22年
10月１日
至平成22年
12月31日

自平成21年
４月１日
至平成22年
３月31日

売上高（百万円） 38,404 38,738 14,060 13,440 58,204

経常利益（百万円） 5,021 5,032 2,335 2,001 8,496

四半期（当期）純利益（百万円） 2,717 2,972 1,505 1,254 4,434

純資産額（百万円） － － 52,040 55,270 53,575

総資産額（百万円） － － 76,132 78,575 81,196

１株当たり純資産額（円） － － 1,146.171,231.201,193.48

１株当たり四半期（当期）純利益

金額（円）
60.52 66.90 33.50 28.22 98.83

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額（円）
60.51 － － － 98.83

自己資本比率（％） － － 67.6 69.7 65.3

営業活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
5,418 4,041 － － 8,200

投資活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
133 △3,206 － － △387

財務活動による

キャッシュ・フロー（百万円）
△1,294 △890 － － △1,625

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高（百万円）
－ － 17,452 19,287 19,395

従業員数（人） － － 1,274 1,235 1,245

　（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

いない。

２．売上高には、消費税等は含まれていない。

３．第76期第３四半期連結会計期間及び第77期第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純

利益金額については、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため記載していない。

４．第77期第３四半期連結会計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存

在しないため記載していない。
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２【事業の内容】

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について重要な

変更はない。

　また、主要な関係会社の異動はない。

 

３【関係会社の状況】

　当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はない。　

　

（注）平成23年１月６日付で、重要な関係会社であるセキスイジュシB.V.（以下「SJBV」という）は、会社分割

により、梱包用バンドの製造・販売事業をセキスイジュシストラッピングB.V.に、また、交通安全製品の販売

事業をジスロン（ヨーロッパ）B.V.に承継させ、持株会社となった。なお、SJBVは、同日付でその商号をセキ

スイジュシヨーロッパホールディングスB.V.に変更した。

　

４【従業員の状況】

（１）連結会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 1,235(222)

　（注）　従業員数は就業人員であり、臨時従業員数は（　）内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

いる。

（２）提出会社の状況

 平成22年12月31日現在

従業員数（人） 317     

　（注）　従業員数は就業人員である。
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第２【事業の状況】

１【生産、受注及び販売の状況】

（１）生産実績

当第３四半期連結会計期間における生産実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりである。

セグメントの名称 金額（百万円）
 

前年同四半期比（％）

都市環境関連事業 4,426 △31.1

街路・住建関連事業 5,699 12.3

産業・生活関連事業 3,876 10.2

その他事業 8 7.0

合計 14,011 △6.7

　（注）１．金額は、販売価格による。

２．上記の金額には、消費税等は含まれていない。

（２）受注状況

主として見込生産を行っており、受注生産はほとんど行っていない。

 　

（３）販売実績

当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業の種類別セグメントごとに示すと、次のとおりである。 

セグメントの名称 金額（百万円）
　

前年同四半期比（％）

都市環境関連事業 4,051 △20.2

街路・住建関連事業 5,502 4.6

産業・生活関連事業 3,879 4.5

その他事業 8 7.0

合計 13,440 △4.4

　（注）１．主な販売先について、総販売実績に対する相手先別の販売実績の割合が100分の10未満につき、記載を省略し

ている。

２．上記の金額には、消費税等は含まれていない。　

２【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、新たに発生した事業等のリスクはない。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はない。

　  

３【経営上の重要な契約等】

　当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はない。
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４【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）業績の状況

  当第３四半期連結会計期間のわが国経済は、政府の経済対策効果などにより、一部に景気回復の兆しが見ら

れるものの、原材料価格の高騰や円高により企業収益の圧迫が懸念されるなど、依然として厳しい状況で推移

した。

  このような経営環境下において、当社グループは、将来に向けたさらなる事業・収益の拡大をはかるべく、

「経営ビジョン2020」のファーストステージとして、2013年３月期を最終年度とする中期経営計画

「JEX-2013（Jushi－Expansion2013）」をスタートさせた。

  当第３四半期連結会計期間の業績は、連結業績拡大に向けた新規事業領域・用途開拓などの販売戦略や新

製品上市に注力したほか、原材料価格高騰への対策を進めた結果、売上高は134億４千万円（前年同期比4.4％

減）、営業利益は19億３千３百万円（前年同期比13.7％減）、経常利益は20億１百万円（前年同期比14.3％

減）、四半期純利益は12億５千４百万円（前年同期比16.7％減）となった。

　

セグメントの業績は次のとおりである。

　

①都市環境関連事業

防音壁は、大型物件減少により大幅な売上減となったほか、交通安全製品も公共事業予算縮減の影響により

前年同期を下回る成績となった。人工芝は、耐久性・安全性に優れた「ドリームターフ」が、学校グラウン

ドをはじめ野球場・サッカー場等にも幅広く採用され大きく売上を伸ばした。また、人工木材は、建材メー

カー向けに堅調に推移した。

この結果、都市環境関連事業の売上高は40億５千１百万円（前年同期比20.2％減）、営業利益は７億６千３

百万円（前年同期比36.6％減）となった。

　

②街路・住建関連事業

組立歩道は、地方自治体の歩道拡幅工事に採用されるなど売上を伸ばしたが、歩行者用防護柵は、公共事業

の縮減に伴う発注減少により売上減を余儀なくされた。メッシュフェンスや目隠し塀は、官需物件並びに戸

建住宅向けに販売を強化した結果、順調な成績を収めた。メタカラー建材は、耐久性を高めた製品の開発な

どにより堅調に推移した。また、アルミ樹脂複合板は、不燃性が評価され鉄道車両の内装材として採用され

たほか、防音パネル「ビルガード」が軽量性・耐久性を評価され大きく売上を伸ばした。

この結果、街路・住建関連事業の売上高は55億２百万円（前年同期比4.6％増）、営業利益は８億９千７百

万円（前年同期比8.4％増）となった。

　

③産業・生活関連事業

包材関連製品は、梱包用バンドが、消費低迷に伴う物流量減少の影響等により低調に推移したが、ストレッ

チフィルムは、順調な伸びを示した。デジタルピッキングシステム製品は、大手物流会社や通信販売会社向

けに売上を伸ばし、また、組立システムパイプ製品も電子部品や食品メーカーなどの新規分野への積極的な

販路拡大等により売上増となった。生活関連製品は、消費の低迷などにより売上は減少したが、緑関連製品

は、農園芸用の曲げ支柱が好調に推移した。

この結果、産業・生活関連事業の売上高は38億７千９百万円（前年同期比4.5％増）、営業利益は４億４千

３百万円（前年同期比4.5％増）となった。

　

④その他事業

保険手数料収入は前年同期並みに推移した。　
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（２）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、第２四半期連結会

計期間末に比べ９億８千４百万円減少し、192億８千７百万円となった。

当第３四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況は次のとおりである。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

当第３四半期連結会計期間において営業活動に使用した資金は、売上債権の増加等により、対前年同期比１

億６千１百万円増加し、４億４千７百万円となった。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）　

当第３四半期連結会計期間において投資活動に使用した資金は、有形固定資産の取得及び短期貸付金の増

加等により、対前年同期比７千９百万円増加し、２億２千１百万円となった。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）　

当第３四半期連結会計期間において財務活動に使用した資金は、配当金の支払いをおこなったこと等によ

り、対前年同期比１億１千７百万円減少し、３億４百万円となった。

　

 

（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第３四半期連結会計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はない。

 

（４）研究開発活動

　当第３四半期連結会計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は２億７千２百万円である。

  なお、当第３四半期連結会計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はない。
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第３【設備の状況】
 １ 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はない。

  

 ２ 設備の新設、除却等の計画

 当第３四半期連結会計期間において、新たに確定した重要な設備の新設、拡充、除却、売却の計画はない。
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第４【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 128,380,000

計 128,380,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末現
在発行数（株）
（平成22年12月31日）

提出日現在発行数（株）
（平成23年２月９日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 47,313,598 47,313,598

東京証券取引所

（市場第一部）

大阪証券取引所

（市場第一部）

単元株式数

1,000株

計 47,313,598 47,313,598 － －

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はない。

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はない。　

　

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はない。

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数
（株）

発行済株式総
数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金増
減額
（百万円）

資本準備金残
高
（百万円）

　平成22年10月１日

～平成22年12月31日
－ 47,313,598 － 12,334 － 13,119

（６）【大株主の状況】

当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握していない。

EDINET提出書類

積水樹脂株式会社(E01008)

四半期報告書

 8/31



（７）【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、直前の基準日（平成22年９月30日）に基づ

く株主名簿による記載をしている。

①【発行済株式】

 平成22年12月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　 2,799,000 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　44,214,000 44,214 －

単元未満株式 普通株式　　 300,598 － －

発行済株式総数 47,313,598 － －

総株主の議決権 － 44,214 －

　

②【自己株式等】

 平成22年12月31日現在

所有者の氏名又
は名称

所有者の住所
自己名義所有株
式数（株）

他人名義所有株
式数（株）

所有株式数の合
計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

積水樹脂株式会社
大阪市北区西天満

二丁目４番４号
2,799,000     － 2,799,000 5.92

計 － 2,799,000     － 2,799,000 5.92

　 

　

EDINET提出書類

積水樹脂株式会社(E01008)

四半期報告書

 9/31



２【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

月別
平成22年
４月

５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月

最高（円） 889 897 850 858 885 862 848 822 851

最低（円） 790 791 795 772 768 753 769 762 786

　（注）　最高・最低株価は、東京証券取引所市場第一部におけるものである。
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３【役員の状況】

　前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期報告書提出日までの役員の異動は、次のとおりである。

新役名 新職名 旧役名 旧職名 氏名 異動年月日

専務取締役
管理部門担当、新事業
推進部長

専務取締役
管理部門担当、総務・Ｃ
ＳＲ室長（兼）新事業推
進部長

田路 豊 平成22年10月１日

専務取締役
都市環境事業本部長
（兼）街路・住建事
業本部長 

専務取締役

都市環境事業本部長
（兼）街路・住建事業
本部長（兼）街路・住
建事業本部開発室長 

武田 均
平成22年10月１日
　　

常務取締役　
産業・生活事業本部
長 

常務取締役　
産業・生活事業本部長
（兼）同事業本部開発
室長

西尾 是伸
　

平成22年10月１日
　　

取締役

都市環境事業本部副
本部長（兼）同事業
本部交通環境資材事
業部長 

取締役

都市環境事業本部副本
部長（兼）同事業本部
開発室長（兼）同事業
本部交通環境資材事業
部長

今津 隆二
平成22年10月１日
　　

常務取締役 社長特命事項担当 常務取締役 産業・生活事業本部長 西尾 是伸
平成22年11月１日
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第５【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。）に基づいて作成している。

　なお、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間

（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当第３四半期連結

会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から

平成22年12月31日まで）は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成している。

２．監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平

成21年12月31日まで）及び前第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半

期連結財務諸表並びに当第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年12月31日まで）及び当第３四半

期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸表について、大手前監査法

人による四半期レビューを受けている。
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１【四半期連結財務諸表】
（１）【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 21,287 19,395

受取手形及び売掛金 ※2
 19,422 25,272

商品及び製品 3,376 2,728

仕掛品 920 821

原材料及び貯蔵品 2,395 2,097

その他 3,125 2,474

貸倒引当金 △58 △64

流動資産合計 50,470 52,724

固定資産

有形固定資産 ※1
 16,454

※1
 17,140

無形固定資産 123 137

投資その他の資産

その他 11,732 11,420

貸倒引当金 △206 △227

投資その他の資産合計 11,526 11,193

固定資産合計 28,105 28,471

資産合計 78,575 81,196

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※2
 12,471 14,213

短期借入金 2,200 2,200

未払法人税等 1,142 2,594

引当金 437 814

その他 3,191 3,898

流動負債合計 19,443 23,721

固定負債

退職給付引当金 3,453 3,426

役員退職慰労引当金 16 13

その他 390 458

固定負債合計 3,861 3,899

負債合計 23,304 27,620
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（単位：百万円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成22年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 12,334 12,334

資本剰余金 13,187 13,179

利益剰余金 31,512 29,430

自己株式 △1,932 △1,938

株主資本合計 55,102 53,005

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 245 429

繰延ヘッジ損益 0 0

為替換算調整勘定 △616 △409

評価・換算差額等合計 △370 20

少数株主持分 538 549

純資産合計 55,270 53,575

負債純資産合計 78,575 81,196
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（２）【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 38,404 38,738

売上原価 25,917 26,569

売上総利益 12,487 12,169

販売費及び一般管理費 ※
 7,501

※
 7,262

営業利益 4,985 4,906

営業外収益

受取利息 41 －

受取配当金 76 112

負ののれん償却額 67 －

その他 95 218

営業外収益合計 281 331

営業外費用

支払利息 124 123

その他 121 81

営業外費用合計 246 205

経常利益 5,021 5,032

特別利益

負ののれん発生益 － 23

貸倒引当金戻入額 8 －

特別利益合計 8 23

特別損失

固定資産除売却損 － 20

減損損失 － 4

関係会社出資金売却損 268 －

投資有価証券評価損 97 －

その他 120 －

特別損失合計 485 25

税金等調整前四半期純利益 4,544 5,031

法人税等 1,800 2,004

少数株主損益調整前四半期純利益 － 3,026

少数株主利益 25 54

四半期純利益 2,717 2,972
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：百万円）

前第３四半期連結会計期間
(自　平成21年10月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自　平成22年10月１日
　至　平成22年12月31日)

売上高 14,060 13,440

売上原価 9,259 9,097

売上総利益 4,801 4,343

販売費及び一般管理費 ※
 2,560

※
 2,409

営業利益 2,240 1,933

営業外収益

受取利息 14 －

受取配当金 25 29

持分法による投資利益 48 27

その他 55 67

営業外収益合計 143 124

営業外費用

支払利息 37 36

その他 11 20

営業外費用合計 49 57

経常利益 2,335 2,001

特別利益

投資有価証券評価損戻入益 － 11

特別利益合計 － 11

特別損失

固定資産除売却損 4 2

特別損失合計 4 2

税金等調整前四半期純利益 2,331 2,010

法人税等 815 737

少数株主損益調整前四半期純利益 － 1,273

少数株主利益 10 18

四半期純利益 1,505 1,254

EDINET提出書類

積水樹脂株式会社(E01008)

四半期報告書

16/31



（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成22年４月１日
　至　平成22年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 4,544 5,031

減価償却費 1,228 995

賞与引当金の増減額（△は減少） △265 △326

関係会社出資金売却損 268 －

投資有価証券評価損益（△は益） 97 －

負ののれん発生益 － △23

売上債権の増減額（△は増加） 3,481 5,796

たな卸資産の増減額（△は増加） △1,137 △1,084

仕入債務の増減額（△は減少） 15 △1,761

その他 △523 △1,267

小計 7,708 7,358

利息及び配当金の受取額 121 155

利息の支払額 △119 △117

法人税等の支払額 △2,292 △3,354

営業活動によるキャッシュ・フロー 5,418 4,041

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △370 △371

投資有価証券の取得による支出 △1 △1,501

連結子会社株式の追加取得による支出 － △34

短期貸付金の増減額（△は増加） 1,050 △300

その他 △545 △998

投資活動によるキャッシュ・フロー 133 △3,206

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △677 8

配当金の支払額 △718 △888

自己株式の売却による収入 113 －

その他 △12 △9

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,294 △890

現金及び現金同等物に係る換算差額 △3 △52

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 4,253 △107

現金及び現金同等物の期首残高 13,167 19,395

非連結子会社との合併に伴う現金及び現金同等物の
増加額

31 －

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※
 17,452

※
 19,287
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【四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

会計処理基準に関する事項の変更 （１） 資産除去債務に関する会計基準の適用

　第１四半期連結会計期間より、「資産除去債務に関する会計基準」（企

業会計基準第18号 平成20年３月31日）及び「資産除去債務に関する会計

基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第21号 平成20年３月31日）を

適用している。

　これによる、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える

影響はない。

　

（２） 企業結合に関する会計基準等の適用

　第１四半期連結会計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会

計基準第21号 平成20年12月26日）、「連結財務諸表に関する会計基準」

（企業会計基準第22号 平成20年12月26日）、「『研究開発費等に係る会

計基準』の一部改正」（企業会計基準第23号 平成20年12月26日）、「事

業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号 平成20年12月26

日）、「持分法に関する会計基準」（企業会計基準第16号 平成20年12月

26日公表分）及び「企業結合会計基準及び事業分離等会計基準に関する

適用指針」（企業会計基準適用指針第10号 平成20年12月26日）を適用し

ている。　
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【表示方法の変更】

当第３四半期連結累計期間

（自　平成22年４月１日

　　至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書関係）

１　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一部を

改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結累計期間では、「少数株主

損益調整前四半期純利益」の科目で表示している。　

２　前第３四半期連結累計期間において、区分掲記していた「受取利息」（当第３四半期連結累計期間48百万円）は、営業

外収益の総額の100分の20以下であるため、当第３四半期連結累計期間は営業外収益の「その他」に含めて表示してい

る。　

３　前第３四半期連結累計期間において、区分掲記していた「負ののれん償却額」（当第３四半期連結累計期間59百万

円）は、営業外収益の総額の100分の20以下となったため、当第３四半期連結累計期間は営業外収益の「その他」に含

めて表示している。

４　前第３四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示していた「固定資産除売却損」（前第３四

半期連結累計期間65百万円）は、特別損失の総額の100分の20を超えたため、当第３四半期連結累計期間は区分掲記し

ている。

５　前第３四半期連結累計期間において、特別損失の「その他」に含めて表示していた「減損損失」（前第３四半期連結

累計期間54百万円）は、当第３四半期連結累計期間では区分掲記している。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

　前第３四半期連結累計期間において区分掲記していた「財務活動によるキャッシュ・フロー」の「自己株式の売却に

よる収入」（当第３四半期連結累計期間０百万円）は、当第３四半期連結累計期間では「その他」に含めて表示してい

る。　　

　

当第３四半期連結会計期間

（自　平成22年10月１日

　　至　平成22年12月31日）

（四半期連結損益計算書関係）

１　「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成20年12月26日）に基づく財務諸表等規則等の一部を

改正する内閣府令（平成21年３月24日　内閣府令第５号）の適用により、当第３四半期連結会計期間では、「少数株主損

益調整前四半期純利益」の科目で表示している。　

２　前第３四半期連結会計期間において区分掲記していた「受取利息」（当第３四半期連結会計期間17百万円）は、営業

外収益の総額の100分の20以下であるため、当第３四半期連結会計期間は営業外収益の「その他」に含めて表示してい

る。　
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【簡便な会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１．一般債権の貸倒見積高の算定方法   当第３四半期連結会計期間末の貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定し

たものと著しい変化がないと認められるため、前連結会計年度末の貸倒実績

率等を使用して貸倒見積高を算定している。

２．繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

  繰延税金資産の回収可能性の判断に関しては、前連結会計年度末以降に経

営環境等、かつ、一時差異の発生状況に著しい変化がないと認められるので、

前連結会計年度において使用した将来の業績予測やタックス・プランニング

を利用する方法によっている。

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

 
当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

 税金費用の計算 　 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税

引前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税

引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算している。

  なお、法人税等調整額は、法人税等に含めて表示している。

【注記事項】

（四半期連結貸借対照表関係）

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

※1 有形固定資産の減価償却累計額 37,922百万円 ※1 有形固定資産の減価償却累計額 37,707百万円

※2 当第３四半期連結会計期間末日の満期手形の会計処理

については、手形交換日をもって決済処理している。

なお、当第３四半期連結会計期間末日は金融機関の休

日であったため、次の満期手形が当第３四半期連結会

計期間末日の残高に含まれている。

 －        

受取手形 850百万円

支払手形 723百万円

　

（四半期連結損益計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次のと

おりである。

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次のと

おりである。

運賃 1,603百万円

従業員給料手当 1,656

賞与引当金繰入額 531

役員賞与引当金繰入額 61

退職給付引当金繰入額 209

役員退職慰労引当金繰入額 3

運賃 1,693百万円

貸倒引当金繰入額 5

従業員給料手当 1,616

賞与引当金繰入額 518

役員賞与引当金繰入額 50

退職給付引当金繰入額 145

役員退職慰労引当金繰入額 3
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前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次のと

おりである。

※ 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は、次のと

おりである。

運賃 569百万円

貸倒引当金繰入額 5

従業員給料手当 552

賞与引当金繰入額 210

役員賞与引当金繰入額 27

退職給付引当金繰入額 68

役員退職慰労引当金繰入額 1

運賃 614百万円

貸倒引当金繰入額 5

従業員給料手当 541

賞与引当金繰入額 198

役員賞与引当金繰入額 10

退職給付引当金繰入額 48

役員退職慰労引当金繰入額 1

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸

借対照表に記載されている科目の金額との関係

現金及び現金同等物の四半期末残高と、四半期連結貸

借対照表に記載されている現金及び預金勘定の残高と

は一致している。

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借

対照表に記載されている科目の金額との関係

　（平成22年12月31日現在）

　 現金及び預金勘定 21,287百万円

　 預入期間が３か月を超える定期預金 △2,000 　

　 現金及び現金同等物 19,287　

　

（株主資本等関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間（自　平成22年４月１日　至　平成22

年12月31日）

１．発行済株式の種類及び総数

普通株式         47,313千株

２．自己株式の種類及び株式数

普通株式          2,859千株

　３．配当に関する事項　

 配当金支払額

　

　

（決議）

株式の種類
配当金の総額

（百万円）

１株当たり

配当額

（円）

基準日 効力発生日 配当の原資 

平成22年４月28日

取締役会
普通株式 534 12 平成22年３月31日 平成22年６月８日 利益剰余金

平成22年10月29日

取締役会
普通株式 356 8  平成22年９月30日 平成22年12月６日利益剰余金
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（セグメント情報等）

【事業の種類別セグメント情報】

前第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日）

 
都市環境
関連事業
（百万円）

街路・住
建関連事
業
（百万円）

産業・生
活関連事
業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                             

(1)外部顧客に対する売上高 5,078 5,261 3,713 7 14,060 － 14,060

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
0 1 27 4 33 (33) －

計 5,078 5,262 3,740 11 14,093 (33)14,060

営業利益 1,205 827 424 4 2,462 (221)2,240

  （注）１．事業区分は内部管理上の区分によっている。

２．各事業区分に属する主要な製品は次のとおり。

(1)都市環境関連事業………… 防音壁材、道路標識、サイン・看板、路面標示材、電子システム関連製品、交通

安全資材、太陽電池製品、人工芝、人工木材等

(2)街路・住建関連事業……… 歩行者用防護柵、車両用防護柵、防雪柵、車止め、組立歩道、高欄、公園資材、

シェルター、自転車置場、ソーラー関連製品（シェルター・照明灯）、 メッ

シュフェンス、めかくし塀、防音めかくし塀、外構製品、手摺関連製品、装飾建

材、機能面材、アルミ樹脂複合板等

(3)産業・生活関連事業……… 結束用バンド、ストレッチフィルム、梱包資機材、農業資材、施設園芸資材、物

干用品、収納用品、組立システムパイプ、デジタルピッキングシステム等

(4)その他事業………………… 損害保険代理業他　

        ３．事業区分の変更

          第１四半期連結会計期間より産業・生活関連事業に含まれていた建材事業を街路・住建関連事業へ変更して

          いる。この変更は顧客ニーズに即した効率的な事業展開及び販売体制を構築するためのものである。

          なお、前第３四半期連結会計期間のセグメント情報を当第３四半期連結会計期間において用いた事業区分の方

          法により区分すると次のようになる。

　

前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）

 
都市環境
関連事業
（百万円）

街路・住
建関連事
業
（百万円）

産業・生
活関連事
業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                             

(1)外部顧客に対する売上高 3,057 6,305 4,517 8 13,888 － 13,888

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ 3 41 5 49 (49) －

計 3,057 6,308 4,558 13 13,937 (49)13,888

営業利益 307 763 240 5 1,316 (213)1,102
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         前第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日）

 
都市環境
関連事業
（百万円）

街路・住
建関連事
業
（百万円）

産業・生
活関連事
業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                             

(1)外部顧客に対する売上高 11,65115,03111,701 19 38,404 － 38,404

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
0 4 137 12 155 (155) －

計 11,65215,03611,838 32 38,559 (155)38,404

営業利益 2,195 2,025 1,393 10 5,625 (639)4,985

　

  （注）１．事業区分は内部管理上の区分によっている。

２．各事業区分に属する主要な製品は次のとおり。

(1)都市環境関連事業………… 防音壁材、道路標識、サイン・看板、路面標示材、電子システム関連製品、交通

安全資材、太陽電池製品、人工芝、人工木材等

(2)街路・住建関連事業……… 歩行者用防護柵、車両用防護柵、防雪柵、車止め、組立歩道、高欄、公園資材、

シェルター、自転車置場、ソーラー関連製品（シェルター・照明灯）、メッ

シュフェンス、めかくし塀、防音めかくし塀、外構製品、手摺関連製品、装飾建

材、機能面材、アルミ樹脂複合板等

(3)産業・生活関連事業……… 結束用バンド、ストレッチフィルム、梱包資機材、農業資材、施設園芸資材、物

干用品、収納用品、組立システムパイプ、デジタルピッキングシステム等

(4)その他事業………………… 損害保険代理業他　

        ３．事業区分の変更

          第１四半期連結会計期間より産業・生活関連事業に含まれていた建材事業を街路・住建関連事業へ変更して

          いる。この変更は顧客ニーズに即した効率的な事業展開及び販売体制を構築するためのものである。

          なお、前第３四半期連結累計期間のセグメント情報を当第３四半期連結累計期間において用いた事業区分の方

          法により区分すると次のようになる。

　

前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）

 
都市環境
関連事業
（百万円）

街路・住
建関連事
業
（百万円）

産業・生
活関連事
業
（百万円）

その他事業
（百万円）

計
（百万円）

消去又は
全社
（百万円）

連結
（百万円）

売上高                             

(1)外部顧客に対する売上高 9,28717,33416,219 21 42,863 － 42,863

(2)セグメント間の内部売上高又

は振替高
－ 8 186 14 208 (208) －

計 9,28717,34216,405 35 43,071 (208)42,863

営業利益 628 1,777 1,018 12 3,437 (661)2,775

【所在地別セグメント情報】

  前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

(自平成21年４月１日  至平成21年12月31日)

　全セグメントの売上高の合計に占める「本邦」の割合が９０％を超えているため、所在地別セグメント情報

の記載を省略している。
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【海外売上高】

  前第３四半期連結会計期間（自平成21年10月１日　至平成21年12月31日）及び前第３四半期連結累計期間

(自平成21年４月１日  至平成21年12月31日)

海外売上高の合計が連結売上高の１０％未満のため、海外売上高の記載を省略している。 

 

【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

　　当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）及び当第３四半期連結会計期間（自

平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

 当社の報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、取締役会が

経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものである。

 当社グループは、都市環境関連、街路・住建関連、産業・生活関連等の複数の事業を営んでおり、その事業区分

ごとに当社及び当社の連結子会社が単一もしくは複数の事業に従事する事業活動を展開している。

 したがって、当社グループは事業別のセグメントから構成されており、「都市環境関連事業」、「街路・住建関

連事業」、「産業・生活関連事業」の３つを報告セグメントとしている。

 「都市環境関連事業」は、防音壁材、交通安全製品、標識・標示材製品、人工木材、人工芝等の製造・加工・販売

及び施工工事を主な事業としている。「街路・住建関連事業」は、防護柵、高欄、シェルター、メッシュフェンス、

メタカラー建材、アルミ樹脂複合板等の製造・加工及び販売を主な事業としている。「産業・生活関連事業」

は、梱包用バンド、ストレッチフィルム、生活関連製品、農園芸資材、組立システムパイプ、デジタルピッキングシ

ステム等の製造・加工及び販売を主な事業としている。

 

 

２．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　  当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

(単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
（注）

合計都市環境
関連事業

街路・住建
関連事業

産業・生活
関連事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 11,226 14,999 12,491 38,718 20 38,738

セグメント間の内部売上

高又は振替高
0 3 117 121 10 132

計 11,226 15,003 12,609 38,839 31 38,870

セグメント利益 1,874 2,096 1,498 5,469 10 5,479

　

　

  当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

(単位：百万円)

 
報告セグメント

その他
（注）

合計都市環境
関連事業

街路・住建
関連事業

産業・生活
関連事業

計

売上高       

外部顧客への売上高 4,051 5,502 3,879 13,432 8 13,440

セグメント間の内部売上

高又は振替高
－ 1 31 32 3 36

計 4,051 5,503 3,910 13,465 11 13,477

セグメント利益 763 897 443 2,104 5 2,110

　（注）「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、損害保険代理業等を含んでいる。 
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３．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額の主な

内容（差異調整に関する事項）

　  当第３四半期連結累計期間（自平成22年４月１日　至平成22年12月31日）

　　                                               　　　　　 (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計　 5,469

「その他」の区分の利益　 10

全社費用（注） △573

四半期連結損益計算書の営業利益 4,906

  

　　当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　  (単位：百万円)

利益 金額

報告セグメント計　 2,104

「その他」の区分の利益　 5

全社費用（注） △176

四半期連結損益計算書の営業利益 1,933

 （注）全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない販売費及び一般管理費並びに開発試験研究費の一部で

ある。

　

　

４．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

　　当第３四半期連結会計期間（自平成22年10月１日　至平成22年12月31日）

　（固定資産に係る重要な減損損失）

  該当事項はない。

　

 （のれんの金額の重要な変動）　

  該当事項はない。

　

 （重要な負ののれん発生益）

　該当事項はない。

　

（追加情報）

第１四半期連結会計期間より、「セグメント情報等の開示に関する会計基準」（企業会計基準第17号　平成21

年３月27日）及び「セグメント情報等の開示に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第20号　

平成20年３月21日）を適用している。
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（金融商品関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

前連結会計年度末と比べて著しい変動が認められないため記載を省略している。

　

（有価証券関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

前連結会計年度末と比べて著しい変動が認められないため記載を省略している。

 

（デリバティブ取引関係）

当第３四半期連結会計期間末（平成22年12月31日）

前連結会計年度末と比べて著しい変動が認められないため記載を省略している。

 

（ストック・オプション等関係）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はない。

 

（１株当たり情報）

１．１株当たり純資産額

当第３四半期連結会計期間末
（平成22年12月31日）

前連結会計年度末
（平成22年３月31日）

１株当たり純資産額 1,231.20円 １株当たり純資産額 1,193.48円

２．１株当たり四半期純利益金額等

前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 60.52円

潜在株式調整後１株当たり四半期

純利益金額
60.51円

１株当たり四半期純利益金額 66.90円

　なお、潜在株式調整後１株当たりの四半期純利益金額につ

いては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないた

め記載していない。　　　　　　　　　　

   （注） １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとお

りである。

 
前第３四半期連結累計期間
（自　平成21年４月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自　平成22年４月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（百万円） 2,717 2,972

普通株主に帰属しない金額

（百万円）
－ －

普通株式に係る四半期純利益

（百万円）
2,717 2,972

期中平均株式数（千株） 44,901 44,433

         

潜在株式調整後１株当たり四半期純利

益金額
        

四半期純利益調整額（百万円） － －

普通株式増加数（千株） 3 －

希薄化効果を有しないため、潜在株式

調整後１株当たり四半期純利益金額の

算定に含めなかった潜在株式で、前連

結会計年度末から重要な変動があった

ものの概要

― ―

EDINET提出書類

積水樹脂株式会社(E01008)

四半期報告書

26/31



前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額 33.50円 １株当たり四半期純利益金額 28.22円

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、希薄化効果を有している潜在株式が存在しないため

記載していない。

　なお、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額につい

ては、潜在株式が存在しないため記載していない。

   （注） １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりである。

 
前第３四半期連結会計期間
（自　平成21年10月１日
至　平成21年12月31日）

当第３四半期連結会計期間
（自　平成22年10月１日
至　平成22年12月31日）

１株当たり四半期純利益金額         

四半期純利益（百万円） 1,505 1,254

普通株主に帰属しない金額

（百万円）
－ －

普通株式に係る四半期純利益

（百万円）
1,505 1,254

期中平均株式数（千株） 44,933 44,444

（重要な後発事象）

当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

該当事項はない。

　

（リース取引関係）

　当第３四半期連結会計期間（自　平成22年10月１日　至　平成22年12月31日）

　前連結会計年度末と比べて著しい変動が認められないため記載を省略している 
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２【その他】

    平成22年10月29日開催の取締役会において、当期中間配当に関し、次のとおり決議した。

     (イ）中間配当による配当金の総額……………………356百万円

     (ロ）１株当たりの金額…………………………………８円00銭

     (ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日…………平成22年12月６日

   （注）　平成22年９月30日現在の株主名簿に記載された株主に対し、支払いを行っている。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項なし。

EDINET提出書類

積水樹脂株式会社(E01008)

四半期報告書

29/31



 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成22年２月９日

積水樹脂株式会社

取締役会　御中

大手前監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 後藤　芳朗　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大橋　　博　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている積水樹脂株式会社の

平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成21年10月１日から平成21年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成21年４月１日から平成21年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、積水樹脂株式会社及び連結子会社の平成21年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　

追記情報

　

　事業の種類別セグメント情報（注）３に記載のとおり、会社は第１四半期連結会計期間より事業区分を変更した。　

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管している。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。　
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 独立監査人の四半期レビュー報告書 

平成23年２月７日

積水樹脂株式会社

取締役会　御中

大手前監査法人

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 後藤　芳朗　　印

 
指定社員
業務執行社員

 公認会計士 大橋　　博　　印

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている積水樹脂株式会社の

平成22年４月１日から平成23年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（平成22年10月１日から平成22年

12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（平成22年４月１日から平成22年12月31日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連結キャッシュ・フロー計算書について四半期レ

ビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務

諸表に対する結論を表明することにある。

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質問、分析的手続

その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実

施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行われた。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認めら

れる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、積水樹脂株式会社及び連結子会社の平成22年12月31日現在の財政状態、同

日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営成績並びに第３四半期連結累計期間の

キャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以　上

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社が四半期連

結財務諸表に添付する形で別途保管している。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはＸＢＲＬデータ自体は含まれていない。　
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